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(57)【要約】
【課題】無線システム間におけるハンドオーバー能力探
索のための方法および装置を提供する。
【解決手段】
　第１のＭＩＨＦが、第２のＭＩＨＦからＭＩＨ能力探
索要求を受け取り、そして１つまたは複数のパラメータ
ーを含む、ＭＩＨ能力探索応答メッセージを生成する。
そして次に第１のＭＩＨＦが、第２のＭＩＨＦにＭＩＨ
能力探索応答を送出する。ＭＩＨ能力探索応答中に含ま
れる情報に基づき、第１のＭＩＨＦは、第２のＭＩＨＦ
からハンドオーバー要求メッセージを受け取ることがで
きる。探索応答メッセージの中に含まれる１つまたは複
数のパラメーターは、第１のＭＩＨＦがＭＭＢハンドオ
ーバーを支援する特定の技術を表す。１つまたは複数の
パラメーターには、ＭＭＢハンドオーバーが支援される
技術のリストを含むことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送信／受信機（ＷＴＲＵ）における使用方法であって、
　ＷＴＲＵが、無線通信ネットワークを介して能力情報メッセージを受信するステップで
あって、前記能力情報メッセージが、複数の無線通信技術のそれぞれに関して、
　　前記無線通信技術の種類と、
　　ＭＢＢ（Ｍａｋｅ－Ｂｅｆｏｒｅ－Ｂｒｅａｋ）ハンドオーバーが前記無線通信技術
に対してサポートされているかどうかを示す情報と
　を示すステップと、
　ＷＴＲＵが、前記能力情報メッセージに基づいて、ハンドオーバーを実行するかどうか
を決定するステップと、
　を備える方法。
【請求項２】
　能力情報要求メッセージを送信するステップをさらに含み、
　前記能力情報メッセージは、前記能力情報要求メッセージに対する応答である
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記能力情報要求メッセージは、ＭＩＨ（Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｈａ
ｎｄｏｖｅｒ）能力探索応答メッセージであり、
　前記能力情報メッセージは、ＭＩＨ能力探索応答メッセージである
　ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記能力情報メッセージは、ＭＩＨＦ（Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｈａｎ
ｄｏｖｅｒ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）から受信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ＭＢＢハンドオーバーが前記無線通信技術に対してサポートされているかどうかを示す
前記情報は、ＭＢＢハンドオーバーが前記無線通信技術に対してサポートされているかど
うかを示す１ビットフィールドである
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ハンドオーバーがＭＢＢハンドオーバーであることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項７】
　前記無線通信技術は、第１の無線通信技術に基づいており、
　前記ハンドオーバーは、前記第１の無線通信技術とは異なる第２の無線通信技術に関す
る
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の無線通信技術は、IEEE802.3技術、IEEE802.11技術、ＣＤＭＡ２０００技術
、ＵＭＴＳ技術、ＣＤＭＡ２０００－ＨＲＰＤ技術、又はＧＳＭ技術、のうちの１又は複
数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信ネットワークを介して能力情報メッセージを受信するように構成された受信機
であって、前記能力情報メッセージが、複数の無線通信技術のそれぞれに関して、
　　前記無線通信技術の種類と、
　　ＭＢＢ（Ｍａｋｅ－Ｂｅｆｏｒｅ－Ｂｒｅａｋ）ハンドオーバーが前記無線通信技術
に対してサポートされているかどうかを示す情報と
　を示すことを特徴とする受信機と、
　前記能力応答メッセージに基づいて、ハンドオーバーを実行するかどうかを決定するよ



(3) JP 2012-105302 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

うに構成された処理装置と
　を備えることを特徴とする無線送信／受信機（ＷＴＲＵ）。
【請求項１０】
　能力情報要求メッセージを送信するように構成された送信機をさらに備え、
　前記能力情報メッセージは、前記能力情報要求メッセージに対する応答である
　ことを特徴とする請求項９に記載の無線送信／受信機。
【請求項１１】
　前記能力情報要求メッセージは、ＭＩＨ（Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｈａ
ｎｄｏｖｅｒ）能力探索応答メッセージであり、
　前記能力情報メッセージは、ＭＩＨ能力探索応答メッセージである
　ことを特徴とする請求項１０に記載の無線送信／受信機。
【請求項１２】
　前記能力情報メッセージは、ＭＩＨＦ（Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｈａｎ
ｄｏｖｅｒ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）から受信する
　ことを特徴とする請求項９に記載の無線送信／受信機。
【請求項１３】
　ＭＢＢハンドオーバーが前記無線通信技術に対してサポートされているかどうかを示す
前記情報は、ＭＢＢハンドオーバーが前記無線通信技術に対してサポートされているかど
うかを示す１ビットフィールドである
　ことを特徴とする請求項９に記載の無線送信／受信機。
【請求項１４】
　無線送信／受信機（ＷＴＲＵ）における使用方法であって、
　ＷＴＲＵが、複数の無線通信技術のそれぞれに関して、
　　前記無線通信技術の種類と、
　　ＭＢＢ（Ｍａｋｅ－Ｂｅｆｏｒｅ－Ｂｒｅａｋ）ハンドオーバーが前記無線通信技術
に対してサポートされているかどうかを示す情報と
　を示すメッセージを生成するステップと、
　ＷＴＲＵが、無線通信技術を介して前記メッセージを送信するステップと、
　を備える方法。
【請求項１５】
　前記メッセージは、ＭＩＨ（Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ
）能力探索応答メッセージである
　ことを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線システム間におけるハンドオーバー能力探索のための方法および装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＥＥＥ８０２．２１規格は、システム間のハンドオーバー（ｈａｎｄｏｖｅｒ）の実
行および管理に役立つ機構および手順を含む。ＩＥＥＥ８０２．２１は特に、システム間
のハンドオーバーを支援する能力のある複数の無線システムの通信エンティティ中に存す
るＭＩＨＦ(ＭＩＨ（Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ：無線シ
ステム間におけるハンドオーバー）　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ：ＭＩＨ機能）を定義する。例え
ば図１は、システム間ハンドオーバーを支援できる無線システムについてのネットワーク
・アーキテクチャの一例を示す。これらの基本的な技術には、例えば３ＧＰＰ、３ＧＰＰ
２、およびＩＥＥＥ　８Ｏ２．ｘｘ、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：符号分割多元接続）２０００などのＩＥＥＥ準拠のネットワー
ク；ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ
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：統合移動通信システム）、ＧＳＭ、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
）、またはまだ開発されていない将来の無線通信システムを含む他の如何なる無線通信シ
ステムをも含むことができる。
【０００３】
　ＭＩＨ機能は、何れの無線通信システムにおいても実施可能である。従来技術は、ＭＩ
Ｈ＿Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒ要求／確認（Ｒｅｑｕｅｓｔ／Ｃｏｎｆｉ
ｒｍ）メッセージを含む、いくつかのメッセージの使用に関する拡張を提言している。そ
のような拡張には、ＭＩＨ能力のあるノードが、ＭＩＨ能力のある他のピアの能力を効率
的な方法で探索（ｄｉｓｃｏｖｅｒ）可能なように、メッセージ・パラメーターを修正す
ることが含まれる。
【０００４】
　メッセージ・パラメーターを修正することにより、リモート・エンドにおいて支援され
るすべてのリンクの種別毎にそのようなメッセージの１つが送出されねばならなかった以
前の方法とは対照的に、支援されるリンクの数および種別ならびに特定のリンクの種別に
関係するリンク・イベントなどの、ピア・ノードのすべての重要な能力を探索するために
単一のＭＩＨ＿Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒメッセージを使用することが可
能となる。
【０００５】
　提案されている構造は、リンク関連の能力および支援されるトランスポートの種別を探
索する効率的な方法を提供することができるが、そのような構造はこれらのリンクの他の
重要な能力を判定することを容易にするものではない。従って、能力探索における多大な
改善が依然として大いに必要とされる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　第１のＭＩＨＦが、第２のＭＩＨＦからＭＩＨ能力探索要求を受け取り、そして１つま
たは複数のパラメーターを含むＭＩＨ能力探索応答メッセージを生成する。次に、第１の
ＭＩＨＦが、第２のＭＩＨＦにＭＩＨ能力探索応答を送出する。ＭＩＨ能力探索応答中に
含まれる情報に基づいて、第１のＭＩＨＦは、第２のＭＩＨＦからハンドオーバー要求メ
ッセージを受け取ることができる。
【０００７】
　探索応答メッセージの中に含まれる１つまたは複数のパラメーターは、第１のＭＩＨＦ
がＭＭＢ（Ｍａｋｅ－Ｂｅｆｏｒｅ－Ｂｒｅａｋ：メイク・ビフォー・ブレーク）ハンド
オーバーを支援する特定の技術を表す。１つまたは複数のパラメーターには、ＭＭＢハン
ドオーバーが支援される技術のリストを含むことができる。例えばそれぞれのビットが特
定の形式の技術に対してＭＭＢハンドオーバーが支援されるか否かのブール表現である特
定のビット構造を、パラメーターが使用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】システム間のハンドオーバーを支援するように構成された無線通信システムの一
例を示す図である。
【図２】典型的な無線通信システムのブロック図である。
【図３】ＭＩＨ能力を探索する方法のフロー図である。
【図４】ＭＩＨ能力を提供する方法のフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　これ以後参照するとき、用語「ＷＴＲＵ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｒｅ
ｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ：無線送受信ユニット）」は、限定的ではなく、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　
Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ユーザー設備）、ＳＴＡ（ｍｏｂｉｌｅ　ＳＴＡｔｉｏｎ：移動端
末）、ＭＮ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｏｄｅ：移動ノード）、固定型または移動体の加入者ユニ
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ット、ページャー、携帯電話、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓ
ｔａｎｔ：携帯情報端末）、ＭＩＨ機能、コンピューター、または無線環境において動作
する能力のある他の如何なる種別のユーザー・デバイスをも含む。これ以後参照するとき
、用語「ＡＰ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ：アクセス・ポイント）」は、限定的ではなく
、ノードＢ（Ｎｏｄｅ－Ｂ）、サイト制御装置、基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、
ＰｏＡ（Ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　Ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ）、ＰｏＳ（Ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ）、ＭＩＨ機能、または無線環境において動作する能力を備える他の如何なる
種別のインターフェイス・デバイスをも含む。
【００１０】
　図２は、無線送受信ユニット２０５およびＡＰ２１０を含む無線通信システム２００の
ブロック図である。ＷＴＲＵ２０５およびＡＰ２１０は、無線通信リンク２１２を介して
通信する。
【００１１】
　図２に示すようにＷＴＲＵ２０５は、ＭＩＨＦ２１５、プロセッサ２２０、少なくとも
１つの送受信機（２２５ａ、２２５ｂ）を含む。プロセッサ２２０は、ＭＩＨＦ２１５お
よび送受信機２２５ａ、２２５ｂのそれぞれに接続される。ＭＩＨＦ２１５は、ＭＩＨ能
力探索要求を発生させること、およびＭＩＨ能力応答を処理することを含む無線システム
間におけるハンドオーバーに関連する処理を行うように構成される。
【００１２】
　また図２に示すようにＡＰ２１０は、ＭＩＨＦ２３０、プロセッサ２３５、少なくとも
１つの送受信機（２４０ａ、２４０ｂ）を含む。プロセッサ２３５は、ＭＩＨ機能２１５
および送受信機２２５ａ、２２５ｂのそれぞれに接続される。ＭＩＨＦ２３０は、ＭＩＨ
能力探索要求を処理すること、およびＭＩＨ能力応答を発生させることを含む無線システ
ム間におけるハンドオーバーに関連する処理を行うように構成される。ＭＩＨＦ２３０は
任意に、ネットワーク内のＡＰ２１０の外部に設置されてもよい（不図示）。例えば、Ａ
Ｐ２１０は、ＭＩＨＦ２３０を収容できるアクセス・ルーター（不図示）に接続される場
合がある。
【００１３】
　図３は、ＭＩＨ能力を受信するための方法３００のフロー図を示す。まず、３１０にお
いて、第１のＭＩＨＦが第２のＭＩＨＦにＭＩＨ能力探索要求を送信する。方法３００の
目的のために、第１のＭＩＨＦはＡＰ２１０内のＭＩＨＦ２３０として配置することがで
き、または第１のＭＩＨＦは、ＷＴＲＵ２０５内のＭＩＨＦ２１５として配置することが
できる。第３の代替手段において、ＭＩＨＦは、ネットワークに配置することができる（
不図示）。これに応じて、３２０において、第１のＭＩＨＦは第２のＭＩＨＦからＭＩＨ
能力探索応答を受け取る。次に、３４０において、第１のＭＩＨＦは、ＭＩＨ能力探索応
答に含まれる情報に基づいて、第２のＭＩＨＦにハンドオーバーするか否かを判定する。
【００１４】
　ＭＩＨ能力探索応答メッセージは、少なくともＬｉｎｃパラメーターおよびＭＭＢハン
ドオーバー支援パラメーター（ＭＭＢＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔ）を含む。Ｌｉｎ
ｃ要素は、ＭＩＨＦによって支援されるネットワーク形式のリストを含むことになる。Ｍ
ＭＢＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔパラメーターは、ＭＭＢハンドオーバーが支援され
る技術のリストを提供する。例えば、ＭＭＢＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔパラメータ
ーは、各ビットが特定の形式の技術についてＭＭＢハンドオーバーが支援されるか否かの
ブール表現であることを特徴とするような特定のビット構造を用いることができる。すべ
ての利用可能なリンクは、ＢＢＭ（Ｂｒｅａｋ－Ｂｅｆｏｒｅ－Ｍａｋｅ）ハンドオーバ
ーをデフォルトで支援し、したがって、そこでは、ＢＢＭハンドオーバー能力に関係する
情報は必要でないと想定されることにもまた注意すべきである。
【００１５】
　表１は、ＭＭＢＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔパラメーターに対して可能なビット構
造の一例を示す。しかし、他の多くの構造が可能であり、そして表１がここでの特定のビ



(6) JP 2012-105302 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

ット構造に本発明の範囲を限定することを決して意図するものではないということを、当
業者は認識するであろう。
【００１６】
【表１】

【００１７】
　表１－提案されたＭＢＢＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔパラメーターに対する可能な
ビット構造の例。
【００１８】
　ＭＩＨ探索応答メッセージはまた、支援されるリンク数のパラメーターであるＮｕｍｂ
ｅｒＯｆＳｕｐｐｏｒｔｅｄＬｉｎｋｓを任意に含むことができる。このパラメーターは
、ＭＩＨＦが関連付けられた通信エンティティが支援するリンクの数を表し得る。表２は
、ＮｕｍｂｅｒＯｆＳｕｐｐｏｒｔｅｄＬｉｎｋｓパラメーターに対する定義の一例を示
す。しかし、他の多くの構造が可能であり、そして表２がここでの特定のビット定義また
はビット構造に本発明の範囲を限定することを決して意図するものではないということを
、当業者は認識するであろう。
【００１９】
【表２】

【００２０】
　表２－提案されたＮｕｍｂｅｒＯｆＳｕｐｐｏｒｔｅｄＬｉｎｋｓパラメーターの例。
【００２１】
　図４は、第１のＭＩＨＦにＭＩＨ能力を提供するための方法４００のフロー図を示す。
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方法４００の目的のため、第１のＭＩＨＦは、ＡＰ２１０内のＭＩＨＦ２３０として配置
することができ、または第１のＭＩＨＦはＷＴＲＵ２０５内のＭＩＨＦ２１５として配置
することができる。第３の代替手段においては、ＭＩＨＦがネットワークに配置すること
ができる（不図示）。まず、４１０において、第２のＭＩＨＦが第１のＭＩＨＦからＭＩ
Ｈ能力探索要求を受け取る。次に、４２０において、第２のＭＩＨＦは、第２のＭＩＨＦ
がＭＭＢハンドオーバーを支援する特定の技術を表すＭＭＢｈａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏ
ｒｔパラメーターを含むＭＩＨ能力探索応答メッセージを生成する。次に、ステップ４３
０において、第２のＭＩＨＦは、第１のＭＩＨＦへＭＩＨ能力探索応答を送出する。第２
のＭＩＨＦは、ブロードキャスト、マルチキャスト、またはユニキャストを介してＭＩＨ
能力探索応答を任意に送出することができる。４４０において、第２のＭＩＨＦは、ＭＩ
Ｈ能力探索応答に含まれる情報に基づいて、第１のＭＩＨＦからハンドオーバー要求メッ
セージを受け取ることができる。
【００２２】
　代替の実施形態においては、利用可能なリンクのすべてがＢＢＭハンドオーバーを支援
すると想定されない場合がある。この状況においては、特定の技術に対するＢＢＭハンド
オーバーの利用可能性を表す第３のパラメーター（ＢＢＭＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒ
ｔ）が、ＭＩＨ能力探索のメッセージ中に含まれる場合がある。表４は、ＢＢＭＨａｎｄ
ｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔパラメーターに対する可能なビット構造の一例を示す。しかし、
他の多くの構造が可能であり、そして表１がここでの特定のビット構造に本発明の範囲を
限定することを決して意図するものではないということを、当業者は認識するであろう。
【００２３】
　表３－提案されたＢＢＭＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔパラメーターに対する例。
【００２４】
【表３】

【００２５】
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　図３および図４の手順３００、４００において、第１および第２のＭＩＨＦは、ＷＴＲ
Ｕ２０５、ＡＰ２１０、またはアクセス・ルーターなど他の一部のネットワーク・エンテ
ィティ（不図示）中に配置することができる。図３および図４の手順３００、４００にお
いて、ＡＰがＷＴＲＵ２０５のＭＩＨ能力を要求し、そしてＷＴＲＵ２０５が、ＷＴＲＵ
２０５のＭＩＨ能力に関連する情報とともにＭＩＨ能力応答メッセージを生成し、ＡＰ２
１０へ送信するように任意に実施することもできる。
【００２６】
　特徴および要素が特定の組み合わせにて記述されているが、それぞれの特徴または要素
は、他の特徴および要素なしに単独で、または他の特徴および要素のあるなしにかかわら
ず様々な組み合わせで使用することができる。ここに提供される方法またはフロー図は、
汎用のコンピューターまたはプロセッサによる実行のための、コンピューターにて読み取
り可能な記憶装置媒体にて具現化されるコンピューター・プログラム、ソフトウェア、ま
たはファームウェアにて実施することができる。コンピューターにて読み取り可能な記憶
装置媒体の例としては、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ：リード・オンリー
・メモリ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ：ランダム・アクセス
・メモリ）、レジスター、キャッシュ・メモリ、半導体メモリ・デバイス、内蔵ハード・
ディスクおよび着脱可能ディスクなどの磁気媒体、磁気－光学媒体、ならびにＣＤ－ＲＯ
ＭディスクおよびＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ：デジタル多
用途ディスク）などの光学媒体が含まれる。
【００２７】
　適切なプロセッサの例としては、汎用プロセッサ、特殊用途のプロセッサ、従来のプロ
セッサ、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ：デジタル信号シ
グナルプロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連付けられた１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａ
ｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ：特定用途向けＩ
Ｃ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）回路
、他の何れかのタイプのＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ：集積回路）、お
よび／または状態マシンが含まれる。
【００２８】
　ソフトウェアと共同するプロセッサは、ＷＴＲＵ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉ
ｔ　Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ：無線送受信ユニット）、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍ
ｅｎｔ：ユーザー装置）、端末、基地局、ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌｌｅｒ：無線ネットワーク制御装置）、または任意のホスト・コンピューターに
おいて用いられる無線周波数送受信機を実施するために使用することができる。第１のＭ
ＩＨＦは、ハードウェアおよび／またはソフトウェアにて実施され、カメラ、ビデオ・カ
メラ・モジュール、テレビ電話、スピーカーフォン、振動デバイス、スピーカー、マイク
ロホン、テレビ送受信機、ハンズフリー受話器、キーボード、ブルートゥース（Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標））モジュール、ＦＭ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｍｏｄｕｌａｔｅｄ
：周波数変調された）無線ユニット、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ：液晶表示）表示ユニット、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔ
ｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：有機発光ダイオード）表示ユニット、デジタル音楽プレーヤー、メ
ディア・プレーヤー、テレビゲーム・プレーヤー・モジュール、インターネット・ブラウ
ザー、ならびに／または任意のＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ：無線ＬＡＮ）モジュールまたはＵＷＢ（Ｕｌｔｒａ　Ｗｉｄｅ　Ｂａ
ｎｄ：超広帯域無線）モジュールなどのモジュールと連動して使用することができる。
【００２９】
　実施形態
　１．ＭＩＨ（Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ：無線システム
間におけるハンドオーバー）を実行するように構成される送受信機に接続された無線通信
システムにおいて使用するためのＭＩＨＦ（Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｈａ
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ｎｄｏｖｅｒ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ：無線システム間におけるハンドオーバー機能）。
【００３０】
　２．ＭＩＨＦが、無線システム間におけるハンドオーバーメッセージを送受信するよう
に構成されることを特徴とする実施形態１のＭＩＨＦ。
【００３１】
　３．ＭＩＨＦが、ＮｕｍｂｅｒＯｆＳｕｐｐｏｒｔｅｄＬｉｎｋｓパラメーターを含む
無線システム間におけるハンドオーバーメッセージを送受信するように構成されることを
特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００３２】
　４．ＭＩＨＦが、ＭＢＢＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔパラメーターを含む無線シス
テム間におけるハンドオーバーメッセージを送受信するように構成されることを特徴とす
る前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００３３】
　５．ＭＩＨＦが、ＢＢＭＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔパラメーターを含む無線シス
テム間におけるハンドオーバーメッセージを送受信するように構成されることを特徴とす
る前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００３４】
　６．ＭＩＨＦが、メイク・ビフォー・ブレーク（ｍａｋｅ　ｂｅｆｏｒｅ　ｂｒｅａｋ
）ハンドオーバーを実行するように構成されることを特徴とする前の実施形態の何れか１
つのＭＩＨＦ。
【００３５】
　７．ＭＩＨＦがブレーク・ビフォー・メイク（ｂｒｅａｋ　ｂｅｆｏｒｅ　ｍａｋｅ）
ハンドオーバーを実行するように構成されることを特徴とする前の実施形態の何れか１つ
のＭＩＨＦ。
【００３６】
　８．ＭＩＨＦが、ＭＩＨリンク能力を含むメッセージを送受信するように構成されるこ
とを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００３７】
　９．ＭＩＨＦが、ＭＩＨリンク量を含むメッセージを送受信するように構成されること
を特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００３８】
　１０．ＭＩＨＦが、ハンドオーバー支援メッセージ（Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｓｕｐｐｏｒ
ｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ）を送受信するように構成されることを特徴とする前の実施形態の何
れか１つのＭＩＨＦ。
【００３９】
　１１．ハンドオーバー支援メッセージ（Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｍｅｓｓ
ａｇｅ）が、複数のプロトコルについてのデバイスハンドオーバー支援に関する情報を具
備することを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００４０】
　１２．ハンドオーバー支援メッセージ（Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｍｅｓｓ
ａｇｅ）が、複数のプロトコルについてのデバイスハンドオーバー支援を示すように構成
される複数のビットを備えることを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００４１】
　１３．複数のビットについてのハンドオーバー支援メッセージ（Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｓ
ｕｐｐｏｒｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ）が、複数のプロトコルについてのデバイスハンドオーバ
ー支援に関する情報を備えることを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００４２】
　１４．ハンドオーバー支援メッセージ（Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｍｅｓｓ
ａｇｅ）が、複数のプロトコルについてのデバイスハンドオーバー支援に関する情報を備
えることを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
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【００４３】
　１５．ＭＩＨが、メイク・ビフォー・ブレーク（ｍａｋｅ　ｂｅｆｏｒｅ　ｂｒｅａｋ
）ハンドオーバーであることを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００４４】
　１６．ＭＩＨが、ブレーク・ビフォー・メイク（ｂｒｅａｋ　ｂｅｆｏｒｅ　ｍａｋｅ
）ハンドオーバーであることを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００４５】
　１７．ＭＩＨＦが、３ＧＰＰシステムにおける使用のために無線送受信ユニット内に配
置されることを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００４６】
　１８．ＭＩＨＦが、３ＧＰＰシステムにおける使用のためにノードＢ中に配置されるこ
とを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００４７】
　１９．ＭＩＨＦが、３ＧＰＰシステムにおける使用のために基地局中に配置されること
を特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００４８】
　２０．ＭＩＨＦが、無線ローカル・エリア・ネットワークにおける使用のために移動ユ
ニット中に配置されることを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００４９】
　２１．ＭＩＨＦが、無線ローカル・エリア・ネットワークにおける使用のためにアクセ
ス・ポイント中に配置されることを特徴とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００５０】
　２２．ＭＩＨＦが、
　第１のノードから第２のノードへ情報要求メッセージを送信し、かつ、
　第２のノードから第１のノードへ複数のパラメーターを送信するように構成されており
、
　複数のパラメーターは、無線システム間におけるハンドオーバー情報を表すことを特徴
とする前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００５１】
　２３．無線システム間におけるハンドオーバー情報が、プロトコル支援を表すビット列
を備えることを特徴とする実施形態２２のＭＩＨＦ。
【００５２】
　２４．パラメーターが、メイク・ビフォー・ブレーク（ｍａｋｅ　ｂｅｆｏｒｅ　ｂｒ
ｅａｋ）ハンドオーバー支援を表すことを特徴とする実施形態２２～２３の何れか１つの
ＭＩＨＦ。
【００５３】
　２５．パラメーターが、ブレーク・ビフォー・メイク（ｂｒｅａｋ　ｂｅｆｏｒｅ　ｍ
ａｋｅ）ハンドオーバー支援を表すことを特徴とする実施形態２２～２４の何れか１つの
ＭＩＨＦ。
【００５４】
　２６．パラメーターが、ＮｕｍｂｅｒＯｆＳｕｐｐｏｒｔｅｄＬｉｎｋｓパラメーター
を含むことを特徴とする実施形態２２～２５の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００５５】
　２７．パラメーターが、ＭＢＢＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔパラメーターを含むこ
とを特徴とする実施形態２２～２６の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００５６】
　２８．パラメーターが、ＢＢＭＨａｎｄｏｖｅｒＳｕｐｐｏｒｔパラメーターを含むこ
とを特徴とする実施形態２２～２７の何れか１つのＭＩＨＦ。
【００５７】
　２９．前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦとともに使用するために構成される無線送
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受信ユニット。
【００５８】
　３０．前の実施形態の何れか１つのＭＩＨＦとともに使用するために構成されるＡＰ（
Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ：アクセス・ポイント）。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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